
適切な時制を選ぶには，日本文の字面や表現のみで判断するのではなく，内容か
ら時間の流れを読み取る必要があります。引き続きレベルアップ演習で，与えら
えた日本文から時間軸を整理し，正しい時制を判断する演習を重ねましょう。

①  every〔each〕morning で副詞句として用いることができる。前置詞は不要 (－1)。
　「公園の周りを」の訳脱 (－2)

② 最近＝過去のある時点から現在に至るまで，と考えられるので現在完了（進行）形がよい。
また，通例 recently や lately は現在（進行）形と共には用いない。

①今まで待っていたのだから，現在完了進行形で表す。had はおかしいし，been も必要。

② I wish you had better とは言わないし，had better の後は動詞の原形がくる。
　ここは過去の実現しなかった願望を表しているので，仮定法過去完了を用いる。

③「そんなものだ」の意で，ここには合わない。

①「素朴な正義感」と「熱い心」は並列されており，「のようなものでさえ」は両方にかかる。

② ここに simply を置くと「純粋に正しい」のようにつながり，意味が異なってくる。

③ sense に whether はつながらない。what is right（何が正しいのか）というまとまりを作って表現するとよい。

④ hot heart は，hot temper（怒りっぽい）につながる表現で，あまり使わない。cold heart（冷酷な人）は用いられる。
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① around the park every morning

－2① have been

② I’ve become

－2

－1

② had called

③ It couldn’t be helped

－1 ① even

 ① トル 

－1－2  ② simple

 ② トル

 ③ トル

 ③ of what

－2 ④ burning
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